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• 浪江駅西側地区のまちづくりに関与、貢献したい意思があれば誰でも参加でき、随
時入退会可能な気軽な玄関口となる「浪江駅西側地区共創会議」を設置。

• 町内外の多様な個人・事業者・団体が互いに知り合える場を提供。同志が集い、共
創することで、より実現性の高いまちづくり提案に繋がることを期待。

• 町は、本会を通じて、当地区や復興事業の状況等の最新の情報発信するとともに、
浪江駅西側地区の公募条件や基盤整備設計等に関して会員から意見を聴取して反映。

専門家
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町内事業者
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活動団体

浪江町

１）共創会議の概要



令和9年以降の正式な事業公募に向けて、専門家講演、先進事例紹介、

現地視察等により地域理解や事業計画策定の参考となる知見を提供し、

当地区で期待される提案の方向性や提案充実に資するヒントを提供

令和9年度以降の正式な事業公募に向けて、浪江駅西側地区における公民連携まちづ

くりに参画してくれるパートナーを増やし、共創会議のメンバー全体で、浪江駅西側地区に

おける民間事業の実現可能性を高める活動を行う

会議の

ねらい

浪江駅周辺整備事業やF-REI整備と連携しながら浪江駅西側地区を整備

し、各事業・施設の相乗効果を高めていく上で、共創会議メンバーの皆様が

整備検討状況の最新の動きを捉えられるための情報を提供

駅周辺の

動きを捉える

浪江駅西側地区の公民連携まちづくりに対して、同じ志を持つ、町内外の

多様な個人・企業・団体と、互いに知り合える場を提供

町内外の

仲間と知り合う

令和9年以降の正式な事業公募に向けて、「こういった条件であれば事業参

画しやすい」等、事業参画しやすい環境整備のための、町との意見交換の

場を提供

事業公募に向けた

サウンディング

会議の役割
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地域理解を深める

知見を得る

１）共創会議の概要



産業振興住民交流 まちづくり 地域課題解決

「共創」の

主な対象

地元

域外

共創の

狙い

地元

教育機関

居住者

コミュニティ

サイエンス

コミュニケーター

移住者

コミュニティ

駅前・駅西エリア

居住者

町外からの

来訪者

町民利用者

運営者・

開発事業者

地元

出店者

イベント

企画・実行者

地域で

困りごとを抱えている

人々・事業者伝統文化

多文化

コミュニティ

スモールビジネス

起業希望者
大学・

研究機関

実証フィールド・

実証施設

R&D

起業希望者

産業団地

進出企業

地域

金融機関

ソーシャルビジネス

起業希望者

町内外の人々が

「互いを知り、学び合う」

環境の醸成

浪江駅周辺エリアの

利用者増・価値向上

町全体への

にぎわいの波及

地域への関わりの

深化を通じた

帰還・移住・定住促進

なりわいの再生・復興

エフレイの研究活動の

産業化

浜通りで活動する

個人・団体

復興に関心を

持つ方々、学生
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有機的で緩やかに連携する共創プラットフォームを形成

• エフレイの立地や、浪江駅周辺の開発を機に、浪江町に関わる人/企業/団体が多様化・多層化

することが想定される。

• このため、これらの多様な人/企業 /団体が互いを知り、理解を深める場や機会となる「有機的で

緩やかに連携する共創プラットフォーム」を形成し、新たな出会いや事業の創出を促進。

１）共創会議の概要
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• 浪江駅西側地区共創会議には部会を設置し、具体的・専門的なテーマに関して意見
交換を行うとともに、学園都市の一翼を担う学びの場となることを期待。

• 当初は、コミュニティ部会と基盤整備部会の設置を想定。必要に応じ部会を追加。
• 基盤整備部会においては、浪江駅西側地区の基盤整備設計へ民間事業者等の意見を
反映し、事業の実現性を高める。

テーマの派生

生活交流・事業共創コミュ
ニティ形成、エリアの運営、
学びやにつながる活動

基盤整備設計に関
する意見交換

１）共創会議の概要



区分 オープン・プログラム 会員プログラム

共創会議
全体会議

共創コ
ミュニ
ティ部会

基盤整備
部会
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①情報提供

（30分程度）

③参加者自己紹介（ピッチ）

（5分×10者/回)

④意見交換

（30分～60分）

⑤交流会

• プログラムの基本的な内容は以下のとおりです。

• 忌憚のない意見をいただけるよう、参加者自己紹介（ピッチ）や意見交換は、共創会議会員の

みのクローズな場での実施を想定しています。

②講演、事例紹介等

（60～90分）

①情報提供

（30分程度）

②意見交換

（30分～60分）

２）プログラムのイメージ
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①情報提供（～30分）

浪江駅西側地区整備に際して参考となる情報を提供し

ます。各回における具体的な提供内容は、アンケート等

を通じた会議メンバーのニーズを踏まえて決定していきます

オープン・プログラム

情報提供の例

◼浪江町の概要（町外メンバー向け）

◼駅西・駅周辺整備事業の状況

◼官民連携整備の他地域事例等

２）プログラムのイメージ

②講演、事例紹介等（60～90分）

講演、先進事例紹介、現地視察等により地域理解や

事業計画策定等の参考となる知見を提供

テーマ例

◼浪江町の歴史文化（新規メンバー向け）

◼浪江町の産業・人材

◼浪江町の復興事業現地視察

＜共創会議全体会議、コミュニティ部会の内容の例＞
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③参加者自己紹介（ピッチ）（5分×10者/回)

本会議には、町内・町外からの幅広い参加者が想定されるとこ

ろ、メンバー間の新たな出会いを促進するため、お互いがお互い

を深く知るため、簡単な自己紹介（ピッチ）を行います

※ピッチ内容に関心を持たれた先とは、個別に接触、協議いた

だいて差し支えありません

④意見交換（30分～）

「役場からの情報提供」セッションを踏まえ、会議メンバー間のみ

で、役場との間でより深い意見交換の場を設定します。

※町との個別意見交換の希望があれば随時対応します

会員プログラム

⑤交流会

メンバー間での親睦を深めていただくため、希望者を対象とした交流会を実施します。

自己紹介いただく内容の例

◼事業内容・活動内容

◼駅西側地区で取り組みたい内容

◼どんな人/企業と知り合いたいか 等

意見交換内容の例

◼公募要件に対する希望

◼駅西側周辺整備において特に知りたい内容

＜共創会議全体会議、コミュニティ部会の内容の例＞

２）プログラムのイメージ
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２）プログラムのイメージ

＜基盤整備部会の内容の例＞ オープン・プログラム 会員プログラム

①情報提供（30分程度）

②意見交換（30分～60分）

浪江町が行う基盤整備設計等について、各段階における

検討状況をお伝えします。

情報提供する内容の例

◼基盤整備設計方針案・設計条件案

◼敷地設計案（出入口、ライフライン等）

◼周辺インフラ設計案（道路、調整池、雨水排水

路等）

◼空間形成、デザインコード 他

「役場からの情報提供」セッションを踏まえ、オープンサウン

ディング形式の意見交換の場を設定します。

※町との個別意見交換の希望があれば随時対応します

意見交換内容の例

◼公募対象敷地の規模、位置、形状

◼公募対象敷地の出入口やライフライン

◼周辺インフラの設計に対する要望

◼その他



区分 R7年4月 5月 ７～9月 10～12月 1～3月 R8年4月

共創会議
全体会議

説明会
現地視察会

浪江駅西
側地区共
創会議

（第1回）
キックオ
フ会議

浪江駅西
側地区共
創会議

（第2回）

共創コ
ミュニ
ティ部会

コミュニ
ティ部会
①

コミュニ
ティ部会
②

コミュニ
ティ部会
③

基盤整備
部会

基盤整備部会
（随時開催、回数未定）
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※入会申込は、説明会開催後から受付予定

３）会議のスケジュール


